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新しいことにもチャレンジする年に

町長任期中間を振り返って
司会　新年おめでとうございま
す。町長・議長新春対談というこ
とで、はじめに、松浦町長に任期
中間を振り返って重点に取り組ま
れたことや成果など、思いをお聞
きします。
町長　第11次総合計画がスター
トし、指針ができて計画的な町づ
くりの新たな意識や取り組みがで
きたと思います。
　懸案だった小学校統合が実現
し、様子を見に通いましたが、す
ぐに仲良くなって学校行事や物事
への取り組みも良くなったと感じ
ました。
　今までの課題や必要なことに一
つ一つ取り組む中で大事にしたの
は、皆さんに役場の仕事を知って、
理解して、参加していただくこと、
色んな形で子どもや若い人達や女
性の意見を聞く機会が増えたこと
は喜ばしいことでした。

議長就任と前年までを振り返って
司会　清水新議長に抱負や前年ま

でを振り返っての思いなどをお聞
きします。
議長　11月20日に議長に就任し
まして、任期２年間に何を残すか
が使命だと考えていますが、議員
定数について一番に、特別委員会
設置を議会運営委員会にお願いし
ました。大きな意味での議会改革
を含め、慣例枠にとらわれない議
会、議論や政策が提言できる議会、
それぞれの議員が十二分に仕事が
できる新しい議会運営方法が提案
できればと思います。

観光資源の活用について
司会　三朝温泉は観光客が減少傾
向で活気が今一つのように思いま
す。建設中の熱気浴施設や、日本
遺産の三朝温泉と三徳山など、観
光資源活用や活性化策について伺
います。
町長　国内人口が減る流れの中で
国内旅行者は減っていますが、イ
ンバウンドは一昨年２万人を超
え、韓国が減った昨年も前年並み
が維持されており、長い目の観光

発信が必要です。
　健康増進、病気予防に注力して、
熱気浴施設を拠点に街づくりも並
行し、観光の総合力を高めること
が必要だと思います。
　日本遺産は認定から５年経過
し、改めてＰＲ強化を考え、三徳
山の「六根清浄」と三朝温泉の「六
感治癒」の共通点を結びつけた印
象強い発信の仕方でもう一度価値
の見直しを考えてみたいと思い�
ます。
議長　今は「心」も観光資源の一
つになって、昔のような団体客が
減り、家族や個人とか、一人のお
客様が増えた気がします。
　特に20代、30代の女性目線の
発信から流行が起こる感じがし
て、そこに柱を置いた発信をする
べきかと思います。
町長　三朝温泉の役割は宿泊の時
間が大事で、観光は中部周辺を楽
しんでもらい、三朝温泉では癒し
と翌日の元気を蓄える、身も心も
ホッとする場所であるべきだと思
います。

人口減少対策について
司会　人口減少が進む予想です
が、今年度の出生数は30名に満
たない状況で、高齢化率40％が
目前です。少しでも人口減少をく
い止める何らかの対策について伺
います。
町長　常に考えていますが、出生
率は毎年動くので経年観察が必要

特集記事 町長・議長　新春対談

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）１月2
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ですし、子どもさんのある家庭
が転入されることも割とあるので、
出生率だけで子どもがずっと少な
いと考えるのはどうかと思います。
　三朝町に住みたいと言われる他
所の方も結構おられ、特色ある教
育を充実させながら、教育の質を
高めていくことも重要かと思い�
ます。
議長　教育のあるところに人は集
まると言われるくらいなので、三
朝町独自の教育環境をアピールす
ればよいかもしれません。
町長　子どもの頃に三朝町をよく
知ってもらい、大学卒業後は何年
か経験を積みスキルも磨いて本町
に帰って働く人、学校を出てすぐ
に働き本町に住みたい人も作って
いく必要があるので、普段の協力
や交流を地道に進める必要がある
と思います。
　毎年100人減るのを50人に止
めると、10年後は5,500人の町
という目標で総合計画を作ってお
り、そのためにはどうしたらよい
か、色々な意見をいただき、分析
しながら若い人の思考と併せて対
策を講じる必要があります。
議長　自然減が多くなり人口が減
る中で、都会のように転入が増え
ればよいですが、唯一東京を除く
全国が人口減の状況では、どうに
も避けられず、若い人達中心のプ
ロジェクトチームを作って提言を
いただくとよいかと思います。
司会　若い人たちは、交通の便や

雪が降らない等の環境や、職場に
近いところに集まる傾向があって
出てしまうとの声もあり、三朝町
がそれ以上に魅力的だと思って�
もらうことが重要ではないでしょ
うか。
議長　子育てしやすいとか、土地
が安いとか、三朝町も全然負けて
いないですが、あまり情報発信が
上手でないと思ったりします。
町長　若い人たちのニーズを把握
するのは大事なことで、最近５年
間とかに転入された方にアンケー
トをお願いしてリサーチするのも
必要かと思います。

高齢者対策について
司会　奥部では交通の便が悪く、
高齢者は通院や買い物にも不自由
される状況にあります。引っ越し
や施設入所も簡単ではなく、何�
らかの支援が必要ではないでしょ
うか。
町長　公共交通対策を協議してい
ますが、バスは観光ルートと生活
ルートがあり、生活者の視点に
なっていないと思います。
　バス停から遠い集落がたくさん
あるので、例えば、村の中心地や
公民館までバスが行く路線に変え
るとか、高齢者の移動パターンが
分かればダイヤを作ることも可能
なので、バスの小型化やタクシー
の使用など、これからは試験運行
等で三朝町に合う形を作る方向
に進まなければならないと思い�
ます。
議長　新聞で、登録をした人を村
から出るとき乗せたり、帰ると
き病院等によって連れ帰ったり、�
助け合う制度を見ましたが、問題
点はバスやタクシー事業者のこと
や事故のときの対応、他にもガソ
リン代を集めて白タク営業で捕

まった人もあるし、善意の人を生
かす制度はできないものかと思い
ます。
町長　運行管理は難しいし、冬場
の条件が厳しいので事業者委託す
るべきだと思います。
議長　以前の一般質問に、冬季だ
けでも集合住宅で生活してもらう
案がありました。
町長　長年の生活で、連絡さえ付
けば冬場も問題ないとの声もあっ
て、自宅以外では福祉施設との考
えが現実のようです。
司会　買い物支援についてはどう
でしょうか。
議長　商品をみて選びたいとの思
いから移動販売車は人気があり�
ます。
町長　町内の企業さんの共同体で
運行するような形ができれば支援
可能かもしれません。

終わりに一言
町長　問題点を先送りしないとの
思いで取り組んできましたが、今
年からは町として今やらなければ
ならないこと、新しいことにも
チャレンジしていきたいと考えて
います。
議長　大変有意義な対談でしたの
で、しっかり取り組みたいと思い
ます。

〔司会〕
　松原　成利委員長
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� 山口　博 委員長
　議会運営委員会は、町民の皆さんに直接関
係する事項を所管する委員会ではありませ
んが、議会を円滑に運営するために重要な委
員会です。

　また、議長の諮問に応えて議員定数問題や開かれた議会な
ど議会改革に関する重要な諸課題を提起する役割を担ってい
ます。
　町民の皆さんの期待に応えるべく、町民目線を意識しなが
ら議会改革の諸課題に取り組んでまいります。

開かれた
議会を目指す

石田　恭二 副議長

町民と共に
歩む議会を！

清水　成眞 議長

議会構成　新体制に
　令和元年11月20日に臨時会が招集され、議長に
清水成眞議員、副議長に石田恭二議員が選任されま
した。また、任期満了に伴う議会運営委員と各常任
委員会委員の選任も行われ、次のとおり新しい構成
となりました。

　この度、議長に就任いたしました。令和の時代を
迎え、元号の持つ意味であります「人々が美しく心
を寄せ合う中で文化が生まれ育つ。」このように明
日への希望がもてるような穏やかな時代であってほ
しいと思います。
　私達議会は、人口減少や少子高齢化、生活環境な
ど時代の変化に対応するため、これまで以上に大き
な役割を果たす事が期待されており、議会のあるべ
き姿を求めていく事が必要であると考えています。
議会における様々な情報を町民の皆様に発信し、情
報共有を進めていく事が重要であり、議会が現在取
り組んでいる内容を理解してもらうための努力が必
要であります。皆様のご理解とご協力をお願い申し
上げ、就任のご挨拶といたします。

　町民の皆様方には、町議会に対しましてご理解と
ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　先の臨時会において、議員の皆様のご推挙により
副議長に就任しました石田恭二です。その責務の重
さに身が引き締まる思いでありますが、今後は副議
長の職務を遂行すると共に、議長の補佐役として町
政の推進及び議会の公正かつ円滑な運営に努めて参
りたいと思います。
　これから経験した事のない本格的な人口減少、少
子高齢化社会が到来するなかで、町民の意見を聞き、
皆様の望む方向性を把握し諸問題の解決に努力し�
ます。

町民の期待に応える開かれた議会を！

松原茂隆委員、石田恭二委員、遠藤勝太郎委員
山口 博委員長、松原成利副委員長

議 会 運 営 委 員 会

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）１月4
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� 遠藤　勝太郎 委員長
　この度の議会構成再編により委員長に就任
させていただきました。常任委員会の職務権
限は、部門に属する事務に関する調査及び議
案、請願など審査することです。
　町民の今一番の関心は新たな歴史をスタートさせた三朝小
学校新校舎建設だと思います。
　「みささっ子教育ビジョン」実現にむけた学校施設の建設
に向けて、委員会として積極的に取り組んでまいります。
　皆様からの御意見、御指導をいただきますようお願い申し
上げます。

� 松原　成利 委員長
　これから２年間、新しい議会広報委員が活
動することになりました。議会広報は主に「議
会だより」の発行と「議会報告会」の運営
を担当しますが、中心となります「議会だより」は、近年実
施しました紙面二色刷りや構成変更等の改善を今後も一層進
め、皆様に興味を持って読んでいただけるよう、ご意見やご
感想をお聞きしながら、読みやすい、分りやすい紙面作りを
目指してまいります。町民の皆様に議会の様子がしっかりと
伝わるよう、委員一同頑張りますので、よろしくお願いいた
します。

� 松原　茂隆 委員長
　産業民生常任委員会は町行政のうち、農林
課、観光交流課、企画課、建設水道課、農業
委員会、町民課に関する事項を所管する委員
会です。

　町では現在、人口減少や少子高齢化等に伴い、過疎化や活
力の低下を招き、このことが様々な分野で課題を生む大きな
要因になってきているものと感じています。
　所管の諸課題に対し、私たちも自らが調査研究し、真摯に
諸課題の解決に向けて取り組んでいくことができるよう、委
員一丸となって努力して参りますので、皆様の御指導、御鞭
撻をお願いいたします。

藤井克孝委員、清水成眞委員、福田茂樹委員、山田道治委員
遠藤勝太郎委員長、松原成利副委員長

対話と連携

総 務 教 育 常 任 委 員 会

『先見の明』を持つ

産 業 民 生 常 任 委 員 会

牧田武文委員、吉田道明委員、石田恭二委員、平井満博委員、
松原茂隆委員長、山口 博副委員長

石田恭二委員、平井満博委員、山口 博委員
松原成利委員長、藤井克孝副委員長

議会活動をお伝えします

議 会 広 報 常 任 委 員 会
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‌�制度が導入されても人件費総
額は変えずに運用するのか。

‌�月額は若干減る可能性もある
が、期末手当支給で増える。

‌�フルタイム職員の退職金が支
給される。任用期間１年で毎
回支給か。

‌�最長５年間任用可能、退職時
支給。

‌�町では84人の非正規職員がお
られるが、任用職員の対象か。

‌�皆さんが対象。

‌�倒壊の危険と判断された件数
は。

‌�県が27件通知。撤去に15万円、
フェンス等新設に10万円（い
ずれも上限）の補助が出る。

‌�空き家の数と危険家屋は何件か。
‌�空き家366件で危険なものは
85件。道路に影響のある件数
は36件。

‌�持ち主に警告とか出されるか。
‌�危険家屋については出す。こ
の通知は建築基準法により法
的な違反ということではなく、
所有者に適正管理をしていた
だく趣旨。

‌�今回の方針（案）で示された
３項目のうち、「保育リーダー
設置」とは何か。
‌�保育の質の向上のため、町内３
保育園について、研修や保育
に関する相談にのっていただく
専門員の設置を考えている。

‌�地籍調査費の700万円の減額
理由は。
‌�国の配分額の確定により、当
初予算より700万円の事業費
の減額となった。

‌�旧東小及び旧南小跡地につい
て学校跡地施設等利用検討委
員会が設置されているが、い
つまでに検討する予定か。
‌�町の方針も含め、考える時間
として今年度内をひとつの目
標としている。

‌�様々な検討会が設置され、そ
の検討結果が町に出されると
思うが、学校跡地施設の場合、
どのような手順となるのか。
‌�令和２年２月末を目安に報告
書として町に出していただく
よう検討を進めている。町は、
これを踏まえ検討していく予
定としている。

‌�今年度の有害鳥獣の捕獲頭数
の状況は、昨年度と比べてど
ういう状況か。
‌�イノシシは昨年度520頭捕獲
されたが、今年度は既に600
頭捕獲されていることから、
1.5倍になる見込み。シカに
ついては1.2倍程度になる見
込みである。

総務教育常任委員会

会計年度任用職員について
（非正規職員の適正な任用、
勤務条件の確保を目的に令
和２年４月から導入される）

ブロック塀改修事業費補
助金� （100万円）

空き家の調査について

産業民生常任委員会

保育施設の今後のあり方は

地籍調査の減額理由
� （△700万円）

学校跡地の利用検討状況は

有害鳥獣の捕獲状況は

常任委員会
で慎重審査
委員会における主な質疑

ブロック塀 保育施設のあり方

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）１月6
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三朝町は、執行部答弁を除き 1 人 20 分以内の制限
時間内であれば、質問の回数に制限はありません。

※ケーブルテレビでは、一般質問後の最初の日曜日に、一般質問の録画放送を行っています。

一般質問
一般質問は、議員の日常
活動と調査研究、住民の
声や自身の考え方をもと
に、町長や教育長などの
方針を問うものです。

あなたの声を
町政に

ページ 質　　問　　事　　項 質 問 議 員

６人の議員が一般質問をおこないました。

議会だよりでは、スペースの都合上、質問と答弁が要約してありますので、

臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしております。

 ８ １．豪雨災害への備えを万全に
  ２．関係人口創出事業で活力を 松原　成利

 ９ １．温泉を利用した地域振興と健康づくり 石田　恭二

 １０ １．小学校施設の基本設計及び廃校舎の跡地利用について
  ２．道路行政について 牧田　武文

 １１ １．公共施設の管理と新校舎の整備について 山田　道治

 
１２

 １．三朝小学校、中学校の教育環境のさらなる充実について
  ２．大瀬地区の未整備田、ならびに、水路の整備、
       その先の宅地造成について 

福田　茂樹

 １３ １．折り返し２年の町政に松浦色を期待 山口　　博

○7



松原
　秋の台風関連豪雨は、全国で想
定外の規模などと言えない状況
だったが、豪雨の備えは数段の引
き上げが必要ではないか。

町長
　想定外と形容される自然災害が
全国で多く発生し、長野県に職員
３名を派遣したところだが、本町
でも今一度あらゆる災害への備え
を再確認し、安全・安心な町づく
りの努力を考えている。

松原
　町内河川の安全基準見直しと点
検や補修が必要ではないか。

町長
　天神川水系では国土交通省が定
める昭和34年の伊勢湾台風相当
での安全を基本方針に、橋や河川
改修整備がなされており、牧地区
も築堤が着工される。立木伐採や
河川土砂の撤去も計画的に進めら
れている。

松原
　三朝町防災マップの見直しと補
正も必要ではないか。

町長
　災害が激甚化している状況では
ハード面はもとより、逃げ遅れゼ
ロ、経済被害最小化を目標に取り
組んでいる。防災マップは町民へ
の周知と、その都度検証しながら
見直していく。

豪雨の備えは数段引上げを

河川の安全基準見直しと点
検を

三朝町防災マップ見直しと
補正を

松原
　奥部集落の消滅や中間地域の衰
退が危機的状況だが、具体的施策
はあるか。

町長
　若い世代が極端に少ない中で避
けて通れない状況だが、買い物、
通院にはタクシー助成やバス定期
券補助、社協の外出支援サービス
等を実施しており、必要な手立て
を講じていく必要がある。

松原
　地域を維持するために、（仮称）
関係人口創出支援ボランティア制
度を創設してはどうか。

町長
　町の活性化のために関係人口の
拡大は大事なことで、ふるさと納
税等を通じた穏やかな関係の輪を
広げることや、外部人材やプロ
フェッショナル等の力も活用する
必要がある。ボランティア制度の
ようなものがよいのか、地方創生
とあわせて考えたい。

奥部、中間地域の衰退への
対策は

関係人口創出支援ボラン
ティア制度を

松原　成利 議員

防
　
災

政
　
策

答  今一度再確認し安全安心な町に

答  輪の拡大は非常に大事なこと

問 �豪雨災害への備えを万全に

問 �関係人口創出事業で活力を

松原
　国交省見解では役場周辺は洪水
想定区域ではないか、非常時に機
能するのか。

町長
　100年に１回、�
50～60ｃｍを想
定、それ以上な
らまずは逃げて
いただく形態で
進める。電源は
１ｍ弱かさ上げ
している。

役場周辺は危険個所ではな
いか

天神川流域会議の「伊勢湾台風の爪痕」から引用

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）１月8



次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
般
質
問
」石田

　健康増進と地域振興の活性化の
ため、町民に、入浴・宿泊などの
各施設使用料の割引制度導入を考
えてみてはどうか。

町長
　例えば、毎月26日が風呂の日、
年に一回、11月26日をいい風呂
の日とすると言った事で町民の入
浴料割引をするという事にすれ
ば、温泉に親しんでいただくこと
ができ、温泉施設や旅館さんの事
を知っていただけるよい機会にな
ると思う。

石田
　地元の町民が、温泉を知らずに
育っていくのを防いで行くべきと思
うがどうか。

町長
　町民は、やはり三朝の温泉は町
の誇りだと強い思いを持っておられ
る。これから病気予防、健康増進
の為に温泉を使うということも身近
になるような形を整えていきたい。

石田
　ブランナールみささの温泉施設
は、低価格で気楽に利用できたイ
メージが強かったが、値上げされ
た事が周知されてなく、町民が困
惑している。町として何らかの対策
がとれなかったか。

町長
　ブランナールは町として民間に
運営を任せており、事業者の判断
で経営として成り立っていくことが
大原則。町民が温泉の享受を受け
るという議論をするとなれば、ブラ
ンナールから切り離しをして別な形
で考えていく必要がある。

石田
　小・中学生は、三朝の宝である
温泉やその文化に触れる機会がな
く、解らないといった声がある。観
光協会では、小・中学生を対象と
した三朝温泉招待ＤＡＹを実施し、
三朝の湯を誇りに思い、県外であっ
ても地元の情報発信を担うような
人材となるように願い、観光振興
への住民理解を高めたいと考えて
いるが、町長はどう思うか。

町長
　地域の資源を学び体験し、自分
の中で町の財産として意識を高め
ていく事は大事な事。非常にいいこ
とだと思うので、町ができることは
協力したい。

町民に入浴料割引制度の導
入を

町民の温泉活用促進

ブランナールみささ

観光協会の入浴体験企画案
について

石田　恭二 議員

温
泉
活
用 答  産官学連携で三朝温泉の個性を生かす

問 �温泉を地域振興と健康づく
りに活用を

ブランナールみささ

公衆浴場
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学
　
校

道
　
路

答  専門家の意見を聞きながら、明確な校舎像を示し進めていきたい

答  関係組織や県と協議していきたい

問 �基本設計のスケジュールを
見直す考えはないか

問 �本町を通る自動車専用道、山陰
道へのアクセスの早期実現を

牧田
　小学校建設に時間がかかって

も、場所を定めてからの基本設計

委託が望ましいのでは。

教育長
　基本設計事業を行う中で、時間

をかけて丁寧に、望ましい校舎像、

適切な校舎像を検討し、明確な校

舎像を示した上で、広さや場所を

協議、検討していく手順を想定し

ている。

牧田
　小学校は新築なのか。

 町長
　基本設計の過程の中で位置や建

物の内容を考えていくため、教育

委員会の報告も受けながら、判断

していきたい。

牧田
　「望ましい校舎像」で具体的に

不足する機能は何か。

教育長
　近隣の学校施設調査をもとに、

新築された校舎の平均値を「望ま

しい校舎像」としてまとめたが、

現在、この結果を精査しながら不

足する機能や学校規模等を検討し

ている。

牧田
　学校跡地について、廃校舎を解

体する考えはないか。

 町長
　現在、学校跡地施設等利用検討

委員会で検討がされているところだ

が、利活用だけでなく解体を含めて

多岐にわたって議論されており、委

員会での検討結果を待ちたい。

小学校施設のあり方

望ましい校舎像の詳細は

廃校舎を解体する考えは

牧田
　20年ほど前の中山、三朝、鳥取

河内、鳥取への自動車道構想はど

うなったか。

 町長
　以前、周辺自治体で期成同盟が

発足したが、道路整備状況が厳し

く休止となって久しい。山陰道、

313号線道路などの整備状況を見

極めながら県などとも協議してい

きたい。

早期実現に向けて町長の決
意は

牧田　武文 議員

三朝小学校校舎

自動車専用道路

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）１月10



次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
般
質
問
」山田

　三朝町公共施設等総合管理計画
には、耐震工事を行ったものは長
寿命化を図り、必要なものは費用
対効果を考えて行うとある。財政
負担の裏付けなしには、新校舎は
前に進まないのではないか。

町長
　きちっと財政の裏付けを立て、
皆さんに議論・検討していただく
ようなものを出していくことは大
事だ。

山田
　少子高齢化に対応した持続的な
町を作るために管理計画が出てき
たと思うが、間違いないか。

町長
　その通りだと考えている。

山田
　ということは、管理計画が実行
できなければ、持続可能な町はで
きないことになるがどうか。

町長
　基本的な事項としてはそうであ
るが、施設がその全てに当てはま
るわけではなく、そうでないケー
スも出てくると思っている。

山田
　10年計画で作られた管理計画は
５年近くになるが、早急に数字の
裏付けがなされるべきだ。

町長
　町の全体計画の中で、先送りし
ないで進めていきたい。

山田
　中学校も間もなく築後60年を迎
える。恐らく点検修理で何年か引
き続き使うだろう。小学校も何年
か使って「小中同時に」というこ
とを考えるべきではないか。

町長
　中学校は、一度大規模改修して
おり、20年、30年は大丈夫だと思っ
ている。小学校は財政の裏付けな
しには着手できないと思っている。
　今後お互いに議論ができて、い
い方向に向かえばいいと思って�
いる。

新しい公共施設には財政負
担の裏付けを

真の命題の対偶も真である

管理計画に数字の裏付けを

新校舎建設にはグランドデ
ザインを

山田　道治 議員

公
共
施
設 答  判断できるものを示す必要がある

問 �財政の裏付けのある公共施
設を

三朝中学校校舎

スポーツセンター

○11



福田　茂樹 議員

教
　
育 答  教育委員会が、点検、協議、改善に努める

問 �小学校、中学校の教育環境
の充実をすべき

福田
　私は、パソコンの前倒しによる
整備、パソコン等の専門的な人の
配置が必要と考えるが。

教育長
　ＩＣＴ機器の整備と専門家によ
る支援については、今後、学校で
の活用状況を考慮し計画的に整
備、更新していきたい。
　ＩＣＴ支援員については、派遣
時間を増やすことを考えたい。

福田
　小学校における心の相談員の必
要性を考えるが。

教育長
　まずは、それぞれの家庭でしっ
かり見守っていただくことが大事
と考える。

福田
　三朝町の小学校、中学校の教職
員に対して、教育委員会として
今まで以上に配慮が必要と考え�
るが。

教育長
　教職員の勤務時間を考え学校閉
庁日を設定し、それをすすめて�
いく。
　労働環境という観点から学校を
見ていくと、色々な面から非常識
な所が多くみられる。教育委員会
がしっかりと点検、協議し、改
善に努めなければならないと考�
える。

パソコン等の設備の前倒しを 小学校に心の相談員の配置を

働き方改革

学校へＩＣＴ機器の整備を

大瀬区

生
　
活 答  どういう方法がとれるのか研究

問 �大瀬地区の未整備田、水路
の整備を

福田
　大瀬地区で農業を行っていく環
境整備ができていない。

町長
　10年間、農地として活用でき
るという土地が多ければ、農地の
土地改良で考えれば。

福田
　50年前の水路が使われ、災害
に対する備えになっていない。

町長
　水害や火災等の対応だとか集
落の防災対策としての必要性も�
ある。

福田
　土地区画整理などを行政主体で
行ってもらいたい。

町長
　関係者の皆さんと行政が協力し
なければならない案件で、どうい
う方法がとれるのか研究する。

未整備田の今後は

水路整備は

将来に向けての宅地造成は

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）１月12



次
の
ペ
ー
ジ
は
「
大
好
き
み
さ
さ
町
」「
議
案
の
賛
否
」

山口
　子育て・教育の面で、公約の３
小学校の統合実現、国策ではある
が保育料無償化の実現は評価し�
たい。

町長
　念願の３小学校の統合が実現で
き、今後は教育環境の一層の充実
に努めていきたい。
　既に取り組みを始めた、保育園・
小学校・中学校における一貫した
英語教育プログラムを町独自の子
育て・教育の大きな事業として推
進している。

山口
　公約の町政の見える化は進ん�
だか。

町長
　行政無線などによる情報発信な
ど見える化に努めた。今後は、じ
げトーク、若者との意見交換など
一歩踏み込んだ働きかけをしたい。

山口
　少子高齢化対策・観光振興策・
農林振興策の進行状況は。 

町長
　一般質問の都度、諸施策の進行
状況を振り返る機会としてきた。
一つ一つの積み重ねで事業を進め
ていきたい。

山口
　町長は、今後10年の三朝町の設
計図である第11次総合計画を繰り
上げて策定し、町民は既定路線と
は違う松浦町政を期待している。

町長
　町政を共通認識をもって推進す
るため、大きな事業として町政の
基軸となる第11次総合計画を策定
した。
　松浦色を出すということは、仕
事の手法を変えたり、町づくりの
やり方、説明の方法、あるいは役
場の仕事の仕方などを変えていく
ことと思っている。

山口
　小学校建設を控え、財政事情の
厳しい三朝町ではあるが、既存事
業の徹底的な見直しで他町の追随
でない諸施策の立案、推進が必要
である。

町長
　予算編成に際し、既存事業の徹
底的な見直しを指示し、本当に必

要かどうかの
視点で進める
ようにしてい
る。

３小学校統合、保育料無償
化、保小中英語教育事業を
評価

町政の見える化は進んだか

諸施策の取り組み状況は

第11次総合計画の繰り上げ
策定で既存路線とは違う松
浦色を期待

今後、既存事業の見直しで
他市町には無い三朝町独自
の諸施策を

山口　　博 議員

政
　
策 答  既存事業を徹底的に見直して諸施策に取り組む

問 �既存事業の整理で三朝町独
自の諸施策を

保育料無償化

第11次総合計画冊子

小学校統合

○13



　

大
晦
日
か
ら
新
年
に
か
け
て

少
し
天
気
が
崩
れ
ま
し
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が
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年
末
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正
月
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冬
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は
思
え
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暖
か
い
日
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続
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中
、
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を
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た

り
、
餅
つ
き
や
、
し
め
縄
作
り

な
ど
、
年
越
し
準
備
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終
え
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
色
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な
思
い

を
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て
新
年
を
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、

正
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事
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、
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年
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な
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年
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ま
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ま
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個
人
的
に
は
平
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身
や
家
族
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一
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ま
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年
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一

年
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、
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い
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思
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�

（
松
原
成
利　
記
）

　
発
行
責
任
者

　
　
議　
　
長　
清
水　
成
眞

　
編　
集

　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
松
原　
成
利

　
　
副
委
員
長　
藤
井　
克
孝

　
　
委　
　
員　
山
口　
　
博

　
　
委　
　
員　
平
井　
満
博

　
　
委　
　
員　
石
田　
恭
二

～私の思い～

　僕は自然豊かで笑顔で溢れる三朝町が大好きです。
今この場所で暮らしている事を幸せに思っています。
　この町には誇れる観光資源がたくさんあります。三朝
温泉や国宝である三徳山は、観光客をたくさん集め、町
の活性化を促進しています。さらに、この町に観光客を
呼び込むために、香川県のうどんのようにひとつのこと
にこだわり、全国からそれを求めて「三朝町を訪れたい」
と思わせるようなものを考えてみてはどうでしょうか。
最近はお店でも専門店が流行していますので、ひとつの
ことを追求して販売することで人が集まるきっかけにな
ると思います。

　また、僕の生活は町の
補助や地域の方々に支え
られています。中学校で
はフランス、台湾との国
際交流で貴重な経験をす
ることができ、僕自身も外国への関心が高まっていま
す。このような経験は自分の財産となりこれからの生
活においてもとても役立つと思います。
　僕は10年先、100年先も魅力的な三朝町であるよう
に、大人になってもふるさとを大切にしたいです。

大人になってもふるさとを大切にしたい

三朝中学校２年
林　　　慶　太

シリーズ 大好き みささ町

【議案に対する賛否】

議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議案名

松
原
　
成
利

松
原
　
茂
隆

石
田
　
恭
二

吉
田
　
道
明

山
口
　
　
博

藤
井
　
克
孝

遠
藤
勝
太
郎

福
田
　
茂
樹

平
井
　
満
博

山
田
　
道
治

牧
田
　
武
文

清
水
　
成
眞

結
　
果

町長提出議案名
（12月定例会）

35 令和元年度三朝町一般会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
36 令和元年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
37 令和元年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
38 令和元年度三朝町介護保険事業特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
39 令和元年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
40 令和元年度三朝町集落排水処理事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
41 令和元年度三朝町水道事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

42 三朝町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
設定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

43 会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する
条例の設定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

44 三朝町町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
45 三朝町職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
46 三朝町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
47 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
48 教育委員会教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議員提出議案名

議4 三朝町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※○は議案に対する賛成、●は反対等であることを意味しています。　※清水成眞議長を除く11名の賛否状況です。

【陳情】　12月定例会の陳情に対する審査結果です。
件　名 提　出　者 審査結果 審　査　意　見

桜を見る会の実態解明を求める意見書の提出についての
陳情 倉吉市　足羽　佑太 趣旨採択 国の関係機関の中で議論されるべきことである。

公共放送の運営に係るコンプライアンスの徹底及び、消費
者保護体制の強化を求める意見書の提出についての陳情 倉吉市　足羽　佑太 趣旨採択 法に基づき国で監督されるべき事項であり、地方議会

の権限に属する事項ではない。

○　こんにちは　みささ議会です　令和２年（2020）１月14


